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既
定
予
算
額
に
９
０
０
万
２

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
41
億
９
，

４
０
０
万
８
千
円
と
し
た
。

（
10
月
27
日
に
投
開
票
が
行
わ

れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
実

施
す
る
た
め
。
）

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

（
令
和
６
年
人
事
院
及
び
県
人

事
委
員
会
勧
告
を
踏
ま
え
、
職

員
の
給
料
表
並
び
に
期
末
勤
勉

手
当
支
給
率
及
び
寒
冷
地
手
当

支
給
額
改
正
を
行
っ
た
。
）

◆
中
島
村
役
場
整
備
事
業
外
構

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

変
更
後
契
約
額

１
億
１
，
４
８
２
万
６
，
８
０

０
円

（
中
島
村
役
場
整
備
事
業
外
構

工
事
に
お
け
る
県
道
側
溝
改
修

の
工
法
及
び
フ
ラ
ッ
グ
ポ
ー
ル

の
本
数
変
更
に
よ
る
変
更
）

◆
令
和
６
年
度
中
島
村
一
般
会

負
担
金　

１
７
５
万
９
千
円

▽
教
育
費　
給
食
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業　

１
５
０
万
１
千
円

◆
令
和
６
年
度
中
島
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

歳
入
歳
出　

２
，
５
９
０
万
６

千
円
増
額

・
主
な
理
由　

前
年
度
決
算
に

伴
う
繰
越
金
、
人
件
費

◆
令
和
６
年
度
中
島
村
土
地
造

成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入
歳
出　

１
５
３
万
１
千
円

増
額

・
主
な
理
由　

前
年
度
決
算
に

伴
う
繰
越
金

◆
令
和
６
年
度
中
島
村
墓
地
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出　

77
万
円
増
額

・
主
な
理
由　

前
年
度
決
算
に

伴
う
繰
越
金

　

第
４
回
議
会
定
例
会
は
、
12

月
２
日
か
ら
５
日
ま
で
の
４
日

間
開
催
し
、
承
認
１
件
、
条
例

の
改
正
１
件
、
変
更
契
約
の
締

結
１
件
、
令
和
６
年
度
一
般
会

計
を
含
む
補
正
予
算
に
関
す
る

議
案
８
件
の
計
11
議
案
が
村
長

よ
り
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
陳
情
の
採
択
に
伴
う

意
見
書
の
発
委
案
１
件
が
、
産

業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
か

ら
追
加
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
令
和
６
年
度
中
島
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

�

令
和
６
年
10
月
４
日
専
決

計
補
正
予
算(

第
５
号)

　

既
定
予
算
に
７
，
０
０
０
万

７
千
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
42
億
６
，

４
０
１
万
５
千
円
と
し
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金　

５
９
９
万
１

千
円
、
県
支
出
金　

３
３
６
万

円
、
繰
入
金　

５
，
９
９
３
万

１
千
円

▽
総
務
費　
市
町
村
総
合
事
務

組
合
負
担
金　

１
９
２
万
４
千

円
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業　

１
０
５

万
６
千
円

▽
民
生
費　
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
補
助
事
業　

１
４
５
万

円
、
介
護
給
付
費
・
訓
練
費
等

給
付
費　

５
２
０
万
９
千
円

▽
衛
生
費　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
対
策
費
負
担
金
返
還

金　

４
９
３
万
３
千
円
、
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

確
保
事
業
費
補
助
金
返
還
金　

２
９
２
万
６
千
円

▽
農
林
水
産
業
費　
防
災
重
点

農
業
用
た
め
池
緊
急
整
備
事
業

歳
入
の
主
な
も
の

歳
出
の
主
な
も
の

議
決
さ
れ
た

�

補
正
予
算

専
決
処
分
事
項

�

の
報
告

そ
の
他
の
議
決

議
決
さ
れ
た
条
例

　
　
原
案
ど
お
り
可
決

　
　
原
案
ど
お
り
可
決

　
　
全
会
一
致
で
承
認

　
　
原
案
ど
お
り
可
決

　
　
原
案
ど
お
り
可
決

　
　
原
案
ど
お
り
可
決

中
島
村
役
場
整
備
事
業
外
構
工
事
変
更
契
約
、

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
等
を
可
決

令
和
６
年
第
４
回
議
会
定
例
会

工事が進む役場整備事業外構工事

　
　
原
案
ど
お
り
可
決

2
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令
和
７
年
第
１
回
臨
時
会
は

１
月
24
日
に
開
催
さ
れ
、
村
長

よ
り
承
認
１
件
、
同
意
１
件
、

条
例
改
正
２
件
、
補
正
予
算
１

件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
議
決

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
令
和
６
年
度
中
島
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
令
和
６
年
12
月
25
日
専
決

　

４
，
３
４
０
万
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
43
億
７
４
１
万
５

千
円
と
し
た
。

（
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
に
よ
る
、

低
所
得
世
帯
支
援
事
業
及
び
商

品
券
発
行
に
係
る
経
費
）

◆
同
意
し
た
人
事

◇
中
島
村
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

髙
久　

美
央
（
浦
原
）

◇
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
・
期

末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例◇
村
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

（
福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告
に

基
づ
き
、
議
会
議
員
及
び
村
長

等
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
改

正
す
る
も
の
）

▼
令
和
６
年
度
中
島
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

３
８
１
万
３
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
43
億
１
，
１
２
２

万
８
千
円
と
し
た
。

（
物
価
高
騰
対
応
生
活
困
窮
世

帯
緊
急
補
助
事
業
及
び
人
件
費
）

◆
令
和
６
年
度
中
島
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

歳
入
歳
出　

５
，
４
７
６
万
増

額
　

支
払
基
金
交
付
金
２
９
２
万
２

千
円
、
繰
入
金
３
，
２
６
９
万

１
千
円
、
繰
越
金
２
，
２
８
４

万
７
千
円
を
増
額
。
県
支
出
金

３
７
０
万
円
を
減
額
。

　
総
務
費　

56
万
３
千
円
、
保
険

給
付
費　

２
，
６
２
０
万
円
、

基
金
積
立
金　

１
，
０
９
０
万

９
千
円
、
諸
支
出
金　

１
，
７

０
９
万
円

・
主
な
理
由　

各
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
の
増
加
、
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
増
加
、
人
件
費

◆
令
和
６
年
度
中
島
村
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入
歳
出　

38
万
４
千
円
増
額 

・
主
な
理
由　

前
年
度
決
算
に

伴
う
繰
越
金

◆
令
和
６
年
度
中
島
村
簡
易
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

収
益
的
収
入
及
び
支
出　

50
万

４
千
円
増
額

・
主
な
理
由　

人
件
費

◆
令
和
６
年
度
中
島
村
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

収
益
的
収
入
及
び
支
出　

１
５

４
万
５
千
円
増
額

・
主
な
理
由　

施
設
に
係
る
動

力
費
、
人
件
費

◆
「
最
低
賃
金
法
の
改
正
と
中

小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
」
の
提
出
に
つ
い
て　

（
白
河
地
方
労
働
組
合
総
連
合

議
長　

近
藤
芳
文
）

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
陳
情
１
件
が
審
査
後

本
会
議
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

追
加
日
程
で
委
員
長
よ
り
意

見
書
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
役
場
整
備
事
業
外
構
工
事

　

倉
庫
兼
車
庫
が
完
成
す
る
な

ど
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
ま
す
。

・
農
道
長
寿
命
化
事
業

　

今
年
度
予
定
し
て
い
た
路
線

の
工
事
を
概
ね
発
注
し
、
事
業

を
前
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

・
童
里
夢
公
園
内
街
路
灯
修
繕

及
び
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事

・
南
側
法
面
改
修
工
事
（
滑
津

小
学
校
）

・
幼
稚
園
園
舎
改
修
工
事

既
に
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

・
道
路
改
良
事
業

　

発
注
を
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

・
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事

業
　

村
内
７
地
区
に
お
い
て
事
業

が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

・
森
林
整
備
事
業

　

12
月
か
ら
実
施
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

令
和
７
年

第
１
回
臨
時
会

請
願
・
陳
情

行
政
報
告

議
決
さ
れ
た
条
例

人
事
案
件（
敬
称
略
）

歳 

入
歳 

出

　
　
原
案
ど
お
り
可
決

　
　
原
案
ど
お
り
可
決

　
　
原
案
ど
お
り
可
決

　
　
原
案
ど
お
り
可
決

工
事
等
の
進
捗
状
況

専
決
処
分
事
項

�

の
報
告

議
決
さ
れ
た

�

補
正
予
算

　
　
全
会
一
致
で
承
認

　
　
原
案
ど
お
り
可
決

　
　
原
案
ど
お
り
可
決

3
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スマホから
見られます録画中継はこちら

答 椎
しい

名
な

　康
やす

夫
お

�議員
令和６年度工事完了分で達成率は84.6％。今後も舗
装整備が必要な路線の整備を進めていきたい。

問 農道改良事業について今後の農道改良事業について今後の
予定は？予定は？

　

１
点
目
に
つ
い
て
、
本

事
業
の
整
備
計
画
延
長
は

56
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

う
ち
令
和
６
年
度
工
事
完

了
分
を
含
め
た
舗
装
延
長

が
47
・
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

村　

長

　

１
点
目
で
あ
り
ま
す
が
、

各
行
政
区
内
の
倉
庫
に
は

10
人
程
度
、
学
校
及
び
村

施
設
等
で
は
30
人
か
ら
40

人
程
度
分
を
配
備
し
て
お

り
ま
す
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
、
飲

料
水
は
７
年
、
非
常
食
は

５
年
保
存
で
き
る
も
の
を

備
蓄
し
て
お
り
ま
す
。

　

３
点
目
に
つ
い
て
、
村

で
は
防
災
倉
庫
設
置
後
に
、

各
行
政
区
長
と
管
理
に
関

す
る
覚
書
を
取
り
交
わ
し

て
お
り
、
覚
書
に
は
村
、

行
政
区
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理

内
容
が
明
記
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
村
の
管
理
内
容
は
、

防
災
用
品
の
定
期
点
検
、

補
充
、
入
替
え
等
。
行
政

区
の
管
理
内
容
は
、
防
災

倉
庫
扉
の
開
閉
確
認
、
倉

庫
内
外
部
及
び
防
災
用
品

の
目
視
点
検
で
あ
り
ま
す
。

村　

長

と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、

達
成
率
は
84
・
６
％
と
な

り
ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、

川
原
田
か
ら
代
畑
に
及
ぶ

阿
武
隈
川
水
系
の
圃
場
に

係
る
農
道
が
、
全
体
の
約

15
％
、
延
長
に
し
て
８
・

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
未
舗

装
で
あ
り
ま
す
の
で
、
舗

装
整
備
が
必
要
な
路
線
の

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
で
す

が
、
農
道
の
幅
員
を
決
定

す
る
場
合
は
、
農
林
水
産

省
発
刊
の
計
画
基
準
を
準

用
し
て
お
り
ま
す
。
道
路

面
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、

現
況
の
地
盤
高
よ
り
高
く

な
ら
な
い
よ
う
に
計
画
し
、

生
産
性
の
維
持
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
、
用
地
買
収

は
極
力
行
な
わ
れ
な
い
よ

う
配
慮
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
質
問
い
た
だ
い
た
路

線
に
お
け
る
改
良
の
必
要

性
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は

未
舗
装
の
農
道
整
備
を
計

画
ど
お
り
に
進
め
、
通
行

に
危
険
を
及
ぼ
す
よ
う
な

箇
所
の
現
状
を
把
握
し
、

安
全
第
一
に
努
め
な
が
ら

対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

３
点
目
に
つ
い
て
、
公

共
施
設
等
適
正
管
理
推
進

事
業
債
を
適
用
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
が
、
当

該
事
業
債
の
事
業
期
間
は

令
和
８
年
度
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

以
降
は
農
道
舗
装
事
業
を

継
続
す
る
た
め
の
財
源
確

保
に
向
け
、
国
や
県
へ
要

望
活
動
を
行
い
、
村
内
の

畑
地
を
含
め
た
農
道
舗
装

率
を
高
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

農
道
長
寿
命

化
事
業
に
つ
い

て
、
次
の
３
点
を
質
問

い
た
し
ま
す
。

①
本
年
度
分
の
工
事
完

了
し
た
場
合
、
水
田
農

道
に
お
け
る
工
事
達
成

率
は
ど
の
く
ら
い
に
な

る
の
か
。
ま
た
、
未
着

工
部
分
は
今
後
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

②
舗
装
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
道
路
幅
が
狭
く

田
面
よ
り
か
な
り
高
い

位
置
に
あ
り
、
車
両
通

行
も
危
険
が
伴
う
路
線

も
あ
る
が
、
村
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

③
畑
地
の
農
道
の
改
良

も
必
要
あ
る
と
思
う
が
、

村
と
し
て
は
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
。

　

各
行
政
区
の

公
民
館
や
小
学

校
な
ど
に
防
災
倉
庫
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
に
関
し
て
質
問

し
ま
す
。

①
各
倉
庫
に
は
そ
れ
ぞ

れ
何
人
分
に
対
応
で
き

る
物
品
が
備
蓄
さ
れ
て

い
る
の
か
。

②
飲
料
水
、
非
常
食
は

何
年
も
つ
も
の
な
の
か
。

農道工事箇所（西前）

答 各地区には10人程度、学校や村施設には
30人から40人程度の備蓄をしている。

問 各防災倉庫には何人分の各防災倉庫には何人分の
備蓄がされているのか？備蓄がされているのか？

③
防
災
倉
庫
、
備
蓄
品

を
管
理
す
る
の
は
誰
の

役
目
な
の
か
。

4
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多面的機能支払交付金事業の広域化に多面的機能支払交付金事業の広域化に
ついて、村はどのように考えているのか？ついて、村はどのように考えているのか？

答 県内の情報収集を行うとともに、事業継続のために
よりよい体制づくりについて検討を進めたい。

問

小
こばやし

林　均
ひとし

�議員

　

改
め
て
、
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
事
業
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
と
、
こ
の

事
業
は
地
域
の
共
同
活
動

を
通
じ
て
、
農
業
・
農
村

の
有
す
る
国
土
保
全
、
水

源
涵
養
、
景
観
形
成
等
の

機
能
を
維
持
す
る
と
と
も

に
、
担
い
手
農
家
へ
集
中

す
る
作
業
負
担
を
地
域
ぐ

る
み
で
軽
減
す
る
こ
と
や
、

農
家
の
減
少
に
対
応
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
農

業
者
と
地
域
住
民
が
農
地
、

水
路
、
農
道
な
ど
の
地
域

資
源
を
共
同
で
保
全
管
理

し
て
い
る
組
織
へ
交
付
金

を
助
成
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
事
業
開

始
よ
り
、
各
保
全
会
の
協

力
を
も
っ
て
そ
の
目
的
が

達
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

事
業
開
始
よ
り
10
年
が
経

過
し
、
こ
の
間
、
社
会
情

勢
や
農
業
を
め
ぐ
る
環
境

は
大
き
く
変
動
し
て
お
り
、

保
全
会
の
活
動
に
当
た
っ

村　

長

　

村
内
７
地
区

で
実
施
し
て
い

る
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業
は
、
今
年
度

で
２
ク
ー
ル
目
を
終
了

し
、
３
ク
ー
ル
目
に
入

っ
て
い
き
ま
す
。
こ
こ

10
年
間
は
地
域
が
こ

の
事
業
を
受
け
入
れ
て

対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、

ど
の
団
体
に
お
い
て
も

高
齢
化
が
進
ん
で
き
て

お
り
、
後
継
者
が
生
ま

れ
ず
、
世
代
交
代
が
す

す
ま
な
い
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
後
継
者

不
足
に
よ
り
、
水
田
の

貸
し
借
り
や
集
約
化
で
、

他
地
域
間
の
耕
作
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、
複
数

の
保
全
会
へ
の
加
入
が

必
要
と
な
る
と
い
っ
た

課
題
も
多
い
よ
う
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
、
村
は
今
後
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
く

の
か
。

て
は
、
加
入
者
の
減
少
や

高
齢
化
に
つ
い
て
の
相
談

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
、
様
々

な
面
か
ら
検
討
を
進
め
て

い
く
段
階
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ご
質
問
に
あ
り
ま
し
た

広
域
化
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
県
内
の
状
況
を

見
る
と
、
負
担
軽
減
の
た

め
Ｊ
Ａ
や
土
地
改
良
区
な

ど
へ
一
部
事
務
の
委
託
を

行
っ
て
い
る
組
織
は
多
く

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
広

域
化
の
実
績
は
ま
だ
少
な

い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

広
域
化
に
よ
り
、
組
織

内
事
務
局
の
一
本
化
や
、

活
動
に
関
し
人
材
を
共
有

で
き
る
な
ど
、
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
面
が
あ
る
一

方
で
、
組
織
を
ま
と
め
る

こ
と
で
生
じ
る
業
務
量
の

増
加
や
、
組
織
内
に
設
置

す
る
役
員
、
事
務
局
な
ど

の
体
制
構
築
な
ど
課
題
と

な
る
面
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
県
内
に
お
け

る
広
域
化
の
動
き
や
実
例

　

理
想
的
に
は
、
や
は
り

一
本
化
で
き
れ
ば
い
い
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
や
は
り
そ
の
ハ

ー
ド
ル
を
越
え
る
た
め
に

は
、
先
進
地
の
事
例
等
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
ど
う

い
っ
た
そ
の
手
法
が
い
い

村　

長

　

多
面
的
支
払

交
付
金
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
た
地
域

は
、
最
初
は
８
地
区
あ

り
ま
し
た
が
、
今
で
は

７
地
区
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
高
齢
化
が
進

ん
で
地
区
数
が
減
っ
て

く
る
可
能
性
も
な
い
と

は
限
り
ま
せ
ん
が
、
村

と
し
て
ど
の
よ
う
に

に
考
え
て
い
る
の
か
。

の
か
と
い
う
の
を
検
討
し

て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
何
と
言
い
ま
し

て
も
、
今
あ
る
７
つ
の
組

織
が
お
互
い
に
話
し
合
っ

て
、
じ
ゃ
あ
一
本
化
し
よ

う
と
い
う
形
に
な
ら
な
い

と
で
き
な
い
わ
け
で
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
辺
は
村

の
ほ
う
と
し
て
リ
ー
ド
し

て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

スマホから
見られます録画中継はこちら

元村地域資源保全会活動の様子

な
ど
の
情
報
収
集
を
行
う

と
と
も
に
、
保
全
会
組
織

へ
の
意
向
確
認
等
を
行
い
、

事
業
継
続
の
た
め
に
よ
り

よ
い
体
制
づ
く
り
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

５
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答

答

答

昨年は返礼品率の基準改正により寄附が集中したことと、今年４月
から牛肉の出品が見送られたことの影響が大きいと考えられる。

米粉パン、米粉麺での提供は難しいが、米粉を
活用したメニューを取り入れるよう努めたい。

来年度以降について、現時点では
協議検討段階との回答。村として、
事業継続の要望を行う。

問

問

問

ふるさと納税の寄附額が昨年度にふるさと納税の寄附額が昨年度に
比べ減少した理由は？比べ減少した理由は？

学校給食での米粉パン、米粉麺の学校給食での米粉パン、米粉麺の
活用予定について検討結果は？活用予定について検討結果は？

阿武隈川・泉川の堤防補強工事に阿武隈川・泉川の堤防補強工事に
ついて今後の事業実施予定は？ついて今後の事業実施予定は？

小
こ

室
むろ

　重
しげ

克
かつ

�議員

　

１
点
目
に
つ
い
て
、
改

善
策
と
し
て
は
、
Ｐ
Ｒ
の

充
実
（
取
扱
い
サ
イ
ト
の

増
設
）
、
返
礼
品
の
充
実
、

返
礼
品
取
扱
事
業
者
の
拡

大
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

上
半
期
寄
附
額
の
多
か

村　

長

　

令
和
６
年
第

１
回
定
例
会
に

お
い
て
、
学
校
給
食
で

米
粉
パ
ン
、
米
粉
麺
の

活
用
予
定
に
つ
い
て
、

今
後
提
供
可
能
か
ど
う

か
検
討
し
た
い
と
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
検
討
内

容
も
し
く
は
予
定
は
あ

る
か
。

　

堤
防
補
強
工

事
に
つ
い
て
、

一
部
関
係
者
か
ら
は
、

来
年
以
降
は
事
業
検
討

中
と
の
話
を
聞
い
て
い

ま
す
。
堤
防
補
強
工
事

の
継
続
は
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
村
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　

学
校
給
食
へ
の
米
粉
パ

ン
等
の
活
用
に
つ
い
て
、

パ
ン
納
入
業
者
と
検
討
し

た
結
果
、
材
料
費
等
の
要

因
に
よ
り
、
学
校
給
食
で

提
供
す
る
こ
と
は
難
し
い

状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
今
年
度
は
米
粉

を
活
用
し
た
学
校
給
食
メ

ニ
ュ
ー
を
計
２
回
提
供
し
、

米
粉
の
利
用
促
進
を
図
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
村
の
堤
防
補
強
工
事

は
、
県
事
業
と
し
て
、
令

和
６
年
度
を
含
め
、
阿
武

隈
川
・
泉
川
を
合
わ
せ
約

４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

り
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
工
事
は
、
堤
防
の

強
度
を
高
め
る
こ
と
が
主

な
目
的
で
あ
り
ま
す
が
、

来
年
度
以
降
の
事
業
実
施

に
つ
い
て
は
、
県
か
ら
現

時
点
で
は
協
議
検
討
段
階

と
の
回
答
が
あ
り
、
村
と

し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

事
業
継
続
の
要
望
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
長

村　

長

っ
た
返
礼
品
に
つ
い
て
は
、

パ
ン
ジ
ー
花
苗
セ
ッ
ト
、

あ
い
が
も
肉
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
で
す

が
、
昨
年
は
返
礼
品
率
の

基
準
改
正
に
よ
り
、
特
に

９
月
に
寄
附
が
集
中
し
た

影
響
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
寄
附
額
の
半
分

以
上
を
占
め
て
い
た
牛
肉

が
、
今
年
４
月
か
ら
の
新

た
な
返
礼
品
基
準
に
該
当

せ
ず
、
出
品
が
見
送
ら
れ

た
影
響
が
大
き
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

３
点
目
に
つ
い
て
は
、

６
次
化
に
関
し
て
は
、
民

間
事
業
者
が
主
体
と
な
り
、

行
政
は
そ
の
サ
ポ
ー
ト
と

い
う
形
で
進
め
て
い
く
も

の
で
あ
り
ま
す
。
事
業
実

施
を
目
指
す
方
な
ど
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
国
や
県
、

Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
十

分
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

スマホから
見られます録画中継はこちら

　

令
和
６
年
度

上
半
期
４
月
か

ら
９
月
の
ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
る
寄
附
額
が
発

表
さ
れ
、
中
島
村
は

１
０
７
万
円
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま

し
て
は
、
次
の
３
点
に

つ
い
て
質
問
い
た
し
ま

す
。

①
今
年
度
の
改
善
策
と

上
半
期
寄
附
額
の
多

か
っ
た
返
礼
品
に
つ
い

て
。

②
前
年
度
同
期
と
比
べ

減
少
し
た
背
景
は
。

③
新
産
品
を
開
発
す
る

上
で
、
６
次
化
産
業
を

推
進
す
る
考
え
は
な
い

か
。

６
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あ
な
た
が
撮
っ
た

写
真
が

議
会
だ
よ
り
の

　
　
　
に
な
る
か
も
⁉

北
塩
原
村
議
会
広
報
調
査
特
別

委
員
会
視
察
研
修
を
受
入

　

11
月
20
日
に
北
塩
原
村
議
会

広
報
調
査
特
別
委
員
会
が
来
村

し
、
議
会
だ
よ
り
及
び
議
会
中

継
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議

会
だ
よ
り
、
議
会
中
継
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
定
期
監
査
を
実
施

　

11
月
21
日
～
22
日
に
令
和
６

年
度
の
定
期
監
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
定
期
監
査
の
講
評
は
11

月
29
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
員
行
政
視
察
研
修
で
沖
縄
県

南
大
東
村
を
訪
問

　

12
月
17
日
～
19
日
の
２
泊
３

日
の
日
程
で
、
沖
縄
県
南
大
東

村
へ
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

沖
縄
県
南
大
東
村
で
は
、
後

継
者
不
足
に
よ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ

農
業
の
復
興
と
安
定
化
を
図
る

た
め
ス
マ
ー
ト
農
業
の
技
術
開

第
４
回
定
例
会
を
川
原
田
サ
ロ

ン
が
傍
聴

　

第
４
回
定
例
会
３
日
目
の
12

月
４
日
に
川
原
田
サ
ロ
ン
よ
り

５
名
の
方
が
傍
聴
に
お
越
し
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
３
日
目
は
一

般
質
問
が
行
わ
れ
、
傍
聴
者
の

皆
さ
ん
は
各
議
員
の
一
般
質
問

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

アグリサポート南大東のさとうきび圃場視察 南大東村役場への表敬訪問

現地を確認する監査委員

大東製糖工場施設の視察

　
議
会
だ
よ
り
で
は
、
表
紙

の
写
真
を
皆
さ
ん
か
ら
募
集

し
て
い
ま
す
。

「
い
い
写
真
が
撮
れ
た
！
」

「
趣
味
で
写
真
を
撮
っ
て
い

て
も
発
表
す
る
機
会
が
少
な

い
…
」

　
そ
ん
な
時
に
は
、
議
会
だ

よ
り
の
表
紙
に
応
募
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
か
ら

の
応
募
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！

　

川
原
田
サ
ロ
ン
５
名
で
、

以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た

議
会
傍
聴
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

議
長
の
お
言
葉
が
あ
り
、

続
い
て
一
般
質
問
に
入
り
、

椎
名
議
員
、
小
林
議
員
、
小

室
議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し

た
。
答
弁
す
る
方
々
の
的
確

な
受
け
答
え
は
、
村
政
と
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
証
と

感
動
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆

さ
ん
も
「
来
て
よ
か
っ
た
。

来
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
か
っ

た
。
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

発
と
実
証
を
行
っ
て
お
り
、
農

業
就
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
が
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
本
村
に
お
け
る
今
後
の
ス

マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み
を
考

え
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま

し
た
。

　
議
会
傍
聴
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
川
原
田
サ
ロ
ン

�

稲
田
八
重
子

表
紙
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。村

民
の
皆
様
、今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
が
今
年
も
健
や
か
に

安
心
し
て
過
ご
せ
る
中
島
村
と
な
り

ま
す
様
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。今

年
は
、巳
年
と
な
る
年
で
あ
り
ま
す
。

世
の
中
の
景
気
が
回
復
し
つ
つ
あ
る
昨

今
で
す
が
、現
実
は
そ
う
感
じ
ら
れ
る

様
な
雰
囲
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。物
価

の
高
騰
が
続
き
、国
民
の
生
活
は
厳
し

く
な
る
一
方
で
す
。巳
年
と
な
る
今
年

こ
そ
は
安
定
し
た
世
の
中
に
な
る
事

を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。中
島
村
に
と

っ
て
も
村
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

行
政
が
続
く
事
を
議
会
一
同
、村
民
と

共
に
行
動
す
る
処
で
あ
り
ま
す
。今
後

と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
小
林
）

編
　
集
　
後
　
記

11　

月

2日 なかじま輝ら×２秋まつり
13日 町村議会議長全国大会（～14日）
15日 議会だより11月号発行
17日 ふくしま駅伝競走大会
20日 北塩原村議会広報調査特別委員会視察調査
21日 定期監査（～22日）
24日 国際交流協会視察研修
24日 芸能発表会
25日 議会運営委員会
27日 例月出納検査
29日 定期監査講評
30日 こどもの国の発表会

12　

月

1日 新蕎麦を味わう会
2日 令和６年第４回定例会　～5日
7日 クリスマス発表会
17日 議員行政視察研修（沖縄県南大東村）～19日
23日 棚倉矢吹線期成同盟会要望活動
24日 第４回広域圏組合議会定例会
25日 例月出納検査

1　

月

5日 消防団出初式、安全祈願祭、表彰式・新年祝賀会
11日 二十歳を祝う会
14日 広報編集委員会
17日 新年会員の集い
19日 議会議員特別セミナー（滋賀県大津市）　～21日
23日 例月出納検査
24日 令和７年第１回臨時会
26日 東京なかじま会総会

2月 1日 文化講演会

第 ５ 回

　年末の小雪舞う中訪ねましたが、温かく迎え
ていただきました。そんな曲山さんにお話しを
伺いました。自家用野菜を育てていまして、今
は漬け物用に加工しています。また保存用の大
根の収穫が前日に終わり、紙袋に保管されてい
ました。
　体を動かすのが好きで元村サロンで「ボッ
チャ」を練習して村の大会で優勝されたそうで
す。最近は「スカットボール」にもサロン全員
で取り組んでいるとの事です。グラウンドゴル
フもそうですが、体を動かすのが健康の秘訣で
はとおっしゃっていました。素晴らしいですね。
カラオケ連合会の忘年会が年末に予定されてい
るのを楽しみにしていました。
　手先も器用で秋の村文化祭にも数点の編み物
を出品されて、賞を頂いています。好きな食べ
物は鮪、塩引き鮭、などの魚が好きで食卓にの
ぼるとの事です。何より明るく朗らかなそして
活動的なご長寿さんでした。� （椎名、小林）

曲
まがりやま

山　ヒロさん（元村）
昭和10年11月生

89
歳

　
「
な
か
じ
ま
議
会
だ

よ
り
」
表
紙
写
真
を
募

集
し
ま
す
。
ご
応
募
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
募
集
写
真

　
中
島
村
内
で
撮
影
さ

れ
た
カ
ラ
ー
写
真
（
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
）

■
応
募
資
格

　
中
島
村
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

■
応
募
方
法

　
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
写
真
の
タ
イ
ト

ル
、
撮
影
場
所
、
撮
影

日
時
を
記
載
し
、
議
会

事
務
局
へ
電
子
メ
ー
ル

か
、
直
接
電
子
デ
ー
タ

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日

５
月
号

令
和
７
年
３
月
28
日
㈮

■
選
考
方
法

　
編
集
委
員
会
で
選
考

の
上
、
採
用
写
真
を
決

定
し
ま
す
。
採
用
さ
れ

た
方
に
粗
品
を
差
し
上

げ
ま
す
。
詳
細
は
村
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

表
紙
写
真
を

募
集
し

ま
す
！

議会だよりへのご意見をお寄せください。議会だよりへのご意見をお寄せください。
FAX 0248－52－2449
メール gikai@vill-nakajima.jp
　　　　　　　　　　　（議会事務局宛）

　　  中　島　村　議　会
〒961-0192　福島県西白河郡中島村大字滑津字中島西11-1
　　　　電 話 0248－52－3486
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